
能登半島地震からの教訓



２０２４年（令和６年１月１日
能登半島を震源とする震度７の
大地震発生。



（１）県外からの災害
ボランティア受け入れ



石川県による一括受け入れ

ボランティアの棲み分け

県外ボランティアのスキル



（２） 建物危険判定
罹災証明・被災証明

申請書の提出
目視による現地調査



建物危険度判定(赤・黄・青）

罹災・被災証明の申請

現地調員の習熟度



（３）公費解体・自費解体



公費・自費解体の問題点

倒壊建物の優先順位処理

建物解体処理の回避



（４）地籍調査



地籍調査の進捗率

輪島朝市通りの区画整理事業



（５）建物滅失登記



全壊建物の職権抹消

市町の地方税法による一括申請

自費による建物滅失登記



（６）避難所の運営



一時避難所の協定

指定避難所の対応

防災拠点の整備



（７）避難訓練



避難訓練の継続

消防署・医療機関との連携



（８）災害ごみの回収



町会が協力で実施したごみ回収

指定ゴミ集積場の問題点

ゴミの分別と仮置き場



（９）御祓地区災害復興
プランの作成



弁護士、建築士、防災士等で組織
するプラン策定会議

大学教授、国交省都市局、民間コ
ンサルタントがサポート

創造的復興を目指す。


